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「一挨一拶で親睦を深めよう」 
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●本日の司会        （岡野 和弘 SAA） 
 

 
 

●開会点鐘         （岩本 勝宏会長） 
 

●ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱 
 

●本日のお客様 
 

 
RI 第 2750 地区 多摩中グループ 

ガバナー補佐 河村 勝久様 

グループ幹事 清水 満明様 

 

●会務報告         （岩本 勝宏会長） 
 

皆様こんばんは。本日は 3 回目

の例会となりますが、まだまだ緊

張が抜けず、この場に立つとどう

しても硬くなってしまいます。半

年ほど経てばもう少しスムーズ

に話せるようになるのではと思

っておりますが、1 日でも早く落

ち着いてご報告できるよう努め

てまいります。 

改めまして、河村ガバナー補佐、清水グループ幹事、本

日はご出席いただき誠にありがとうございます。本来で

あればクラブ協議会を開催すべきところですが、8 月は

「くじら祭」などの行事が重なっており、スケジュールが

大変立て込んでおります。そのため本日は、各委員長の皆

さまより活動報告をお願いする形とさせていただきます。 

さて、先週から今週にかけて、昭島ロータリークラブ、

三鷹ロータリークラブ、武蔵国分寺ロータリークラブを

訪問させていただきました。昭島ロータリークラブとは、

例年お互いに表敬訪問を行っております。また、三鷹・武

蔵国分寺両クラブには、私の同期幹事がそれぞれ会長と

して就任されたため、ご挨拶を兼ねてお祝いに伺いまし

た。 

実は、他クラブの例会への出席は、12 年間のロータリー

活動の中で今回訪問した 3 クラブを含め、これまでに 5

回ほどしかございません。今回久しぶりに参加させてい

ただきましたが、三鷹クラブの例会はもっと堅い雰囲気

かと思いきや、意外にも和やかで柔らかい雰囲気でした。

驚いたのは、毎回 3 曲の歌を歌うことです。ロータリー

ソング、「四つのテスト」、そして日本の歌です。この間は

「七つの子」を歌っていらっしゃいました。 

私は比較的恥ずかしがり屋で、これまで他クラブの例

会にはあまり参加してこなかったのですが、実際に参加

してみると、やはり学びが多く、有意義な時間を過ごすこ

とができました。皆さまも機会があれば、ぜひ親睦を兼ね

て他クラブの例会にご参加いただければと思います。 

 
 

●幹事報告         （柴田 智幸幹事） 
 

7 月 10 日（木）昭島ロータリー

クラブへの表敬訪問を、岩本会長

とともに行ってまいりました。 

7 月 11 日（金）立川にて開催さ

れた社会奉仕委員会の炉辺会議

に出席しました。会員 12 名に加

え、オブザーバー3 名を含めた計

15 名での参加となりました。 

7 月 14 日（月）第 1 回クラブ会長・幹事会が京王プラ

ザホテル八王子にて開催され、岩本会長と私が出席いた

しました。また、地区よりロータリー財団監査委員長の今

藤会員、副委員長の椎名会員も出席されておりました。 

7 月 16 日（水）米山記念奨学セミナーに荒川会員が出

席されました。 

次回例会はお休みとなり、その次はガバナー補佐との

合同例会となっておりますので、今後の予定についても

ご案内させていただきます。 

■新入会員オリエンテーションについて 

入会後 3〜4か月未満の方を対象としたオリエンテーシ

ョンが実施されます。当クラブには現在該当者はおりま

せんが、これまでオリエンテーションを受けていない会

員の方も参加可能となっております。取りまとめは青葉

会・宮下委員長にお願いしております。申込締切は 7 月

28 日（月）ですので、参加希望の方はお早めにお申し出

ください。 

2025 年（令和 7年）7月 16 日（水） 

第 1685回例会報告 
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■「ロータリークエスト」について 

地区より「ロータリークエスト」という新たなシステム

の案内が届いております。QR コードを読み取り、専用ア

プリをダウンロードしていただくと、メイクアップや地

区行事への参加に応じてポイントが加算され、クラブ単

位でのランキングに反映される仕組みです。商品が出る

わけではありませんが、クラブとしての積極的な活動を

可視化する良い機会になるかと思います。受付にも QR コ

ードをご用意しておりますので、ご興味のある方はぜひ

ご登録ください。正式運用開始は 8 月 1 日（金）の予定

です。 

 

■「品川運河花火まつり・屋形船観覧」について 

地区より、10 月 11 日（土）に開催される「屋形船から

見る品川運河花火まつり」のご案内が届いております。 

100 席限定のイベントで、屋形船から真下に花火を楽しめ

るという貴重な機会です。参加をご希望の方は、7 月 31

日（木）が締切となっておりますので、お早めに私までご

連絡ください。申込用紙をお渡しいたします。 

 

■規定審議会およびクラブ細則セミナーについて 

こちらも締切が 7 月 31 日（木）となっておりますが、

当クラブからは志賀会長エレクトが 8 月 6 日（水）に開

催される本セミナーへ参加予定です。 

 
 

●新年度各委員長 活動方針Ⅱ 
 

石岡 孝光クラブ管理運営委員長 

今年度のクラブ管理運営委員

会の活動方針についてご説明申

し上げます。まず基本方針として

は、今年度より例会場が変更され

たことを踏まえ、クラブ運営が円

滑に進むよう、クラブ管理運営委

員会として、また会員の皆さまと

協力しながらより良い運営を目

指してまいります。 

事業計画としては以下の 3 点を掲げております。 

※各委員会とのスムーズな連携を図るため、積極的に意

見交換を行う。 

※各委員会の事業計画が達成できるよう、協力を惜しま

ない。 

※委員会間の連携をより強固なものとし、充実したクラ

ブ運営を支える。 

 

本年初頭より、長年お世話になった昭和館の閉館に伴

い、例会場が西武信用金庫さんに変更となりました。おか

げさまで約半年が経過し、例会の運営スタイルも徐々に

確立されつつありますが、なお細かな不具合やご不便、ご

要望もあるかと存じます。そのため、会員の皆さまからの

ご意見・アイデアを大切に受け止め、各委員会と密に連携

を取りながら、柔軟かつ円滑な運営に努めてまいります。 

また、例会場での活動のみならず、合同例会や奉仕活動、

外部施設での例会など、さまざまな場面においても、委員

会間の連携を重視しながら、的確な対応を心がけてまい

ります。1 年間、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

須田 宏樹ロータリー財団委員長 

本年度の基本方針は、「世界で

よいことをしよう」というロータ

リー財団の理念を、会員の皆さま

に改めてご理解いただくことに

ございます。 

事業計画といたしましては、例

年通り、地区の重点目標に沿った

以下の3項目を軸に進めてまいり

ます。 

※年次基金 1 人 150 ドル 

※ポリオプラス 1 人 30 ドル 

※メジャードナー、ベネファクターへの寄付 

これらは毎年当クラブが着実に達成しており、昨年度

は若杉会員によるベネファクターへのご寄付をいただき、

3 部門の目標を達成いたしました。本年度もこの 3 項目を

目標として継続してまいります。 

11 月はロータリー財団月間、また 10 月には「世界ポリ

オデー」がございます。これにあわせて、田中ガバナーの

ご提案による「ポリオ T シャツ着用例会」など、啓発的

な取り組みも検討しております。 

さらに、9 月にはポリオチャリティゴルフ大会も予定さ

れております。会員の皆さまにご参加いただき、ポリオ根

絶活動へのご理解とご協力をお願い申し上げます。 

繰り返しとなりますが、「年次基金」「ポリオプラス」「恒

久基金」という 3 つの柱を念頭に置き、財団活動の意義

を会員の皆さまに広くご理解いただけるよう努めてまい

ります。なお、これらの基金は当クラブが申請する地区補

助金にもつながっておりますので、財団活動を通じた地

域貢献の可能性についても意識を深めていただければ幸

いです。どうぞ 1 年間、よろしくお願い申し上げます。 

 
 

寺木 正人増強委員長 

皆様、こんばんは。増強委員会

の基本方針ですが、会員増強とは

単に会員数を増やすことではな

く、クラブという集合体としての

力を高め、ロータリーの理念や使

命を再確認し、奉仕の輪を広げて

いくことに他なりません。その結

果、クラブのさらなる活性化にも

つながると考えております。この基本的な考え方は、ロー

タリーの発行するクラブ概況書の第 5 ページにも記載さ

れており、そちらから引用させていただきました。 

続いて、事業計画についてです。会員の皆さまから候補

者に関する情報を収集し、増強委員会で検討・対応を行い

ます。当クラブの魅力を対外的に発信し、入会希望者の関

心を高められるよう努めます。 

今後、炉辺会議などを通じて具体的な作戦を立て、実行

に移していく予定です。会員増強には、皆様 1 人ひとり

のお力添えと情報の提供が不可欠です。ぜひご協力を賜

りますようお願い申し上げます。 
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曳地 義正情報委員長 

皆様、こんばんは。情報委員会

の基本方針は、新規入会者および

若葉会の会員を対象に、ロータリ

ークラブの歴史や目的、楽しさ、

会員としての責務などをわかり

やすくお伝えし、知識を深めてい

ただくことです。また、これを通

じて会員増強および退会防止に

も貢献したいと考えております。 

事業計画は以下の通りです。 

※新規入会者および若葉会会員を対象に、講習会などを

開催し、ロータリーの基本的な知識を提供します。 

※会員および会員候補者が楽しく交流できる機会を設け、

クラブへの理解と親しみを深めていただきます。 

こうした活動を通じて、情報委員会としてしっかりと

支援してまいりますので、どうぞよろしくお願い申し上

げます。 

 

宮下 幸司青葉会委員長 

皆様、こんばんは。青葉会は、

入会から 3年未満の会員のフォロ

ーアップを目的とした会であり、

上部組織である情報委員会（曳地

委員長）と連携しながら活動を進

めてまいります。また、諸先輩方

の会員の皆さまにも、さまざまな

場面でアドバイスやご助言をい

ただきながら取り組んでまいりたいと考えております。 

8 月頃には青葉会炉辺会議の開催を予定しております。

その際には、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

また、今年度は「全青葉会会員が、最低 1 回は他クラブ

でのメイクアップを体験する」ことを目標に掲げており

ます。多くのメンバーがまだ他クラブを訪問したことが

ないため、経験のある先輩会員の皆様には、ぜひご同行い

ただければと思っております。人見知りなメンバーも多

く、一人での参加には不安もありますので、どうか温かく

ご支援ください。 

ロータリアンとして、これから多くを学び、皆様のお役

に立てるよう努めてまいります。どうぞ 1 年間、よろし

くお願いいたします。 

 
 

西 優希広報・会報・IT委員長 

皆様、こんばんは。今年度の基

本方針は、クラブの活動を記録す

るだけでなく、過去のデータも整

理・保存し、いつでもクラブの歴

史を振り返ることができる環境

を整えることです。 

また、近年は SNS の活用も進ん

でおります。広報の一環として、

可能な範囲で SNS による情報発信にも取り組んでまいり

たいと考えております。LINE グループなども活用し、写

真や情報の共有がより活発に行えるよう、工夫をしてい

く所存です。 

【事業計画】 

※会報において活動の様子やお知らせを分かりやすく掲

載する。 

※活動時の写真や記録を整理・保存し、将来の資料として

活用可能にする。 

※SNS を活用し、会員間のつながりを強化しつつ、地域社

会への情報発信を行う。 

皆さまの貴重なお時間が費やされている例会、奉仕活

動、親睦イベントなど、どれもかけがえのない思い出にな

るものです。未来に振り返ったとき「あの時は楽しかった」

と思えるような写真を、たくさん残していきたいと考え

ております。本年度、どうぞよろしくお願いいたします。 

 
 

荒川 義昭米山記念奨学委員長 

皆様、こんばんは。本年度は、

水田副委員長と私の2名体制で委

員会運営にあたります。限られた

人数ではありますが、会員の皆さ

まのお力添えをいただきながら、

目標達成に向けて取り組んでま

いります。 

 

【基本方針】 

※ロータリー米山記念奨学会の目的である「米山奨学生

が、将来母国と日本の架け橋となり、国際社会で活躍する

人材として成長する」ことを支援すること。この理念に基

づき、国際平和の創造と維持に貢献する人材の育成を目

指し、理解と協力を深めてまいります。 

【事業計画】 

※米山普通寄付を実施する（※年初に実施済）。また、特

別寄付への理解を深め、1 人でも多くの会員にご協力をお

願いする 

※米山奨学生の理解促進のため、可能であれば例会等に

奨学生を招き、直接お話を伺う機会を設ける 

本日、私は市ヶ谷で開催された地区の米山奨学記念セ

ミナーに参加してまいりました。その中で、米山奨学生に

よる体験発表が行われ、大変感動いたしました。彼らの話

からは、米山記念奨学会がいかに意義ある活動であるか、

また世界で活躍する人材を数多く輩出していることが伝

わってまいりました。こうしたお話を、ぜひクラブの皆様

にも直接聞いていただきたいと思っております。それが、

特別寄付金へのご理解・ご協力にもつながるものと信じ

ております。本年度、どうぞご支援のほどよろしくお願い

申し上げます。 

 
 

中薗 裕出席委員長 

皆様、こんばんは。委員長とし

て至らぬ点も多々あるかと思い

ますが、委員会メンバーとともに

協力しながら取り組んでまいり

ますので、1 年間どうぞよろしく

お願いいたします。 

【基本方針】 

※出席委員会は、「例会への出席」

をロータリアンの大切な義務と認識し、他の委員会とも

密に連携を図りながら、例会および各種行事への参加が

しやすい雰囲気づくりに努めてまいります。 

 

【事業計画】 

※各例会における出席率の集計と発表を、委員会メンバ

ー全員で協力して実施します。 

※出席状況の事前確認のため、例会案内にあわせて出席

確認を行います。 

※プログラム委員会および親睦委員会と連携し、情報を

共有し合うことで、より参加しやすい例会運営を支援し

ます。 
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高田 啓太会計 

皆様、改めましてこんばんは。

本年度も昨年度に引き続き、会計

を務めさせていただきます高田

でございます。クラブの財政を健

全に保ち、正確な会計管理に努め

てまいります。一年間どうぞよろ

しくお願いいたします。 

本日は、新年度の予算案につい

てご説明申し上げます。今年度の予算は、昨年度の決算実

績をもとに策定しております。ただし、昨年度の決算は現

在集計中であるため、今回ご報告する数値は確定値では

ないことをご承知おきください。 

なお、最終的な決算につきましては、9 月の例会にて改

めて皆さまに正式にご報告させていただく予定です。何

卒よろしくお願いいたします。 

 
 

【ご挨拶及び総評】河村 勝久ガバナー補佐 

皆様、こんばんは。今年度、ガ

バナー補佐を務めさせていただ

きます河村でございます。本日は、

公式訪問前の表敬訪問として、こ

ちらの例会にお邪魔させていた

だきました。どうぞよろしくお願

いいたします。 

通常、このような訪問の際には

クラブ協議会を開催いただくことが多いのですが、本日

のように例会の中で各委員長の皆さまから直接お話を伺

える機会は、非常に興味深く、楽しいものでございました。

緊張感のある空気の中、皆様がそれぞれの委員会に真摯

に向き合っておられる様子が伝わってまいりました。 

特に印象に残ったのが、「青葉会」の活動です。新入会

員のフォローアップとして 3 年未満の会員が集まり、先

輩会員との交流を図るという取り組みは、まさに芝ロー

タリークラブの「青芝会」と同じような活動で、大変素晴

らしいものだと感じました。芝ロータリークラブではこ

の青芝会が功を奏し、会員数の増加にもつながっていま

す。貴クラブの青葉会の取り組みも、きっと今後のクラブ

活性化に大きく貢献されることと存じます。 

また、「他クラブへのメイクアップを積極的に行いたい」

というお話も素晴らしいと思いました。ぜひ、多摩地域の

クラブにもいらしてください。当クラブの例会参加費は

4,000円です。ちなみに、日本橋ロータリークラブは 7,000

円とのことですので、都心と比べてリーズナブルです。メ

イクアップはロータリーの学びと交流の良い機会ですの

で、ぜひ積極的にご活用ください。 

さらに、例会場の変更という大きな変化に関しても、対

応にご苦労がある中で、すでに新しいスタイルが形にな

りつつあることに感銘を受けました。前回訪問した際は

ホテルでの開催で広々としていましたが、今回はより親

密で一体感のある雰囲気が印象的でした。今後のクラブ

運営において、こうした親しみのある空間は大きな財産

になると思います。 

本日は、地区より公共イメージグッズとして、うちわと

エコバッグを会場に贈呈させていただきます。ぜひご活

用ください。これから 1 年、どうぞ実り多き活動となり

ますよう、ご期待申し上げます。引き続きどうぞよろしく

お願いいたします。

●ニコニコ BOX   （菅野 晋央親睦副委員長） 
 

 
 

◎岩本会長 

河村ガバナー補佐、清水グループ幹事、本日はご来訪あり

がとうございます。各委員長の皆様、活動計画報告よろし

くお願いします。 

 

○柴田幹事 

河村ガバナー補佐、清水グループ幹事、ご来訪ありがとう

ございます。 

また、委員長の皆様よろしくお願いいたします。 

 

○椎名会員 

河村ガバナー補佐、清水グループ幹事、ご来訪いただきあ

りがとうございました。 

ご指導をよろしくお願いいたします。 

 

○水田会員 

委員長の皆様、1 年間よろしくお願いします。 

河村ガバナー補佐、ご来訪ありがとうございます。 

 

・岡野和弘会員 

河村ガバナー補佐、清水グループ幹事、本日はご来訪あり

がとうございました。 

 
 

●出席報告     （桜井 慶太出席副委員長） 
 
 

会員数 51 名 

 

出席義務会員 51 名 

 

本日の出席 42 名 

 
 
 

 

●次週例会予定   （石岡 純プログラム委員） 
 
 

7 月 23 日（水） 

RI 規定による休会 

 

7 月 30 日（水） 

ガバナー公式訪問 

昭島 RC との合同例会 

 
 
 

●閉会点鐘         （岩本 勝宏会長）

 


